
プログラム

小樽商科大学COCシンポジウム

主　催 後　援国立大学法人  小樽商科大学 北海道後志総合振興局、小樽市、札幌市、倶知安町、ニセコ町

商大は
地域の大学になったか
～次の100年も北海道とともに～

小樽市民センター マリンホール 名
（要申込：裏面参照）北海道小樽市色内2丁目13番5号

日  時

会  場 定  員

平成30年
13:00～16:30（開場12:00）

月2
150

日（火）20
参加無料

開会挨拶

来賓挨拶

「事業報告」
小樽商科大学COC事業の取り組み　
江頭 進　小樽商科大学副学長
「研究報告」
報告①：北前船と小樽・後志
～歴史文化の発掘と観光資源化の取り組み～
報告者：高野 宏康
　　　   　小樽商科大学グローカル戦略推進センター学術研究員

報告②：後志地域における人材育成の取り組み
報告者：後藤 英之
　　　   　小樽商科大学グローカル戦略推進センター准教授

「学生の地域活動報告」
学生報告①：仁木町におけるブランディング戦略事業
報告者：小樽商科大学プラートゼミナール

学生報告②：小樽のひとに学ぶプロジェクト
報告者：小樽商科大学生

ポスターセッション ～商大生と語ろう～

13:00
13:05

13:20

13:50

14:05

14:20

14:35

14:50

第1部

パネルディスカッション
～地域活性化に向けた地域と大学の役割～
モデレータ：李 濟民
　　　　　 　小樽商科大学グローカル戦略推進センター

　　　　　　 産学官連携推進部門長

パネリスト：猪口 浩司 氏
　　　　　　北海道後志総合振興局地域創生部長

　　　　　安部 俊克 氏
　　　　　　小樽市総務部企画政策室主幹

　　　　　井上 一郎 氏
　　　　　　株式会社光合金製作所取締役会長

　　　　　海老名 健 氏
　　　　　　小樽商科大学COC事業外部評価委員

　　　　　大津 晶
　　　　　　小樽商科大学社会情報学科准教授

閉会挨拶

15:20

16:25

第2部

PROGRAM

小樽商科大学は、開学以来地域に根差した大学として、地域とともに歩んできました。

また、平成25年度の文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」の採択を通じて、

学生、教職員による地域志向型のプロジェクトを多数立ち上げるとともに、学生の地域理解を

促す教育改革にも取り組んできました。

本シンポジウムでは、これまでの大学の活動成果をまとめるとともに、地域活性化の拠点としての

大学のあり方について、地域の皆様とともに考えていきたいと思います。



※必要事項を記入の上、小樽商科大学までFAX、またはメールにてお送りください。

お申込者（代表者）についてご記入ください。

複数でお申込みの場合は以下にご記入ください。

【個人情報の保護】個人情報は、小樽商科大学にて適切に管理し、法令に基づく場合を除き、利用目的以外の目的のために利用及び提供する事はありません。

お申込み締切 2月19日（月）

小樽商科大学COCシンポジウム

参加申込書

小樽商科大学  企画戦略課地域連携戦略係
TEL：0134-27-5234   MAIL：cocjimu@office.otaru-uc.ac.jp

FAX番号  0134-27-5213

氏　　名

ふりがな

所　　属
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MAIL
または
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お申込
お問合せ

～次の100年も北海道とともに～

商大は
地域の大学になったか
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会場：小樽市民センターマリンホール

シンポジウム会場案内図

（北海道小樽市色内2丁目13番5号）
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